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吐魯番出土文物研究会会報
990年 10月 15日

吐魯番出土文物研究会
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〈翻訳〉

吐魯番の歴史と文化 (ill)
栄新証著

青木茂・闘尾史郎訳注

【第二節 高昌国の時期(紀元四六O年~六四O年)】

| 柔然は蟻蟻丙丙あ山茄茄などとも称され旬奴

柑 氏 張 氏 馬氏政権と柔然高車| 鮮卑のあとをうけて モンゴル高原に興った一大遊牧民

族である。彼らは中原を支配していた北親王朝と干文を交

えながら、同時にその勢力を西域地方に伸長させていった。そのため吐魯番盆地はまっさきにその矢

面に立たされることになった川

吐魯番盆地では四三五年の前後に崩爽が自ら高目太守の地位についたが問、柔然の支援なくして

彼の政権はありえなかった.例えば四四二年、伊吾にあった唐契が部衆を率いて西方の高昌に攻め込

んで来ると、柔然では直ちに部将の阿若に騎兵を率いて高自の救援に向かわせている。またとの年九

月に高昌が祖渠無韓に攻め取られると、闘爽は北方の柔然に落ち延びて行った。こうしてできた祖渠

氏の大涼国も一度は柔然と結んで車師前王国を攻め滅ぼしたものの、 -0年後には、その柔然によっ

て滅ぼされてしまう。四六O年、大諒国を滅ぼした柔然は闇伯周を高昌王に擁立した。との圃伯周は

閣爽の後背と思われ、その即位によって、吐魯番盆地は高昌国の時代に入ることになるのである。た

だしこの闇氏高昌国は基本的に柔然の健儒政権にすぎず、臨伯周とその子である圏義成や嗣首帰ら

は、いずれも柔然の受羅部真可汗予成の永康なる元号を奉用せざるをえなかった。この事実は、永康

五(四七0)年に書写された『妙法蓮華経.!I(引や永康十七(四八二)年の残文書川などが吐魯番

で出土しているととから明らかである。

高車は柔然の北方にあったー遊牧民族で、最初は柔然に服属していた。ところが四八五年に柔然の

可汗予成が亡くなり、その子豆崎可汗の時代になって柔然の国力が衰えると、高車族の副伏羅部はこ

の機に乗じて四八七年に反旗をひるがえし、西遷して吐魯番盆地の西北方に至り、之とに高車国を建

てた。高昌にあった圏氏はこれによって柔然の支配から脱し、四八九年に建初という独自の元号を立

てたと思われる.その証拠に吐魯番の暗投和卓の古墓から出土した文書のなかに、 「建週二(四九

0)年庚午議功曹書佐奏文」川なる文書がある。しかし高昌国の独立はほんの一瞬のできごとにす

ぎなかった。高車がたちまちかつての柔然にとって代わることになったからである。四九一年、高車

王の阿伏至羅は圏首帰の兄弟を殺害し、かわりに敦煙の人、張孟明を高昌王に擁立した問。

しかし張氏の支配はほんの数年間をもって終わりを告げた。王は国人の殺すところとなり、かわっ

て馬儒が高昌王に立てられた。彼は高昌国が絶えず高車の圧迫を受けていたのにかんがみ、四九七年

に北現に使者を派遣し、国を挙げて北親の領域内に移住できるように要請するに至った。しかしこの

ごとが高昌の旧人たちの不満を引き起こしてしまう。ほどなくして彼らは馬儒を殺し、新たに麹嘉を

高昌王に立てた.とれより吐魯番盆地では麹氏高昌国による支配が始まることになる。
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| 麹氏高昌国は絶えず北方の遊牧民族の侵略と国人の反抗に直面川たが動揺

納氏高叶を繰り返…も一三九年間にわい命脈を保った(7】。麹氏の王統につ吋

研究者たちの多年にわたる尽力によって、現在までに大筋についてはほぼ明らかに

なっている(下表、参照)則。

代 王 名 在位期間(元号/西暦) 年数 備 考

1 麹 嘉 承 平(1 ~8) / 502~509 24 

義照(l~16) / 510~525 

2 麹 光 甘 露(1 ~5) / 526~530 5 

3 麹 堅 章 和(1 ~18) / 531~548 18 

4 麹玄喜 永 平(1 ~2) / 549~550 2 

5 麹口 口 和平 (1~4) / 551~554 4 

6 麹賓茂 建 昌(1 ~ 6) / 555~560 6 

才 麹乾 固 延昌(1 ~41) / 561~601 41 

8 麹 伯雅 延和(1 ~12) / 602~613 12 

X 口 口 口 義和 (1 ~6) / 614~619 6 政変の可能性、王名未詳

9 麹文泰 重光 (1 ~4) / 620~623 21 

延書 (1 ~17) / 624~640 

10 麹 智盛 / 640 

麹嘉が王位にあった時代も、依然として柔然や高車の圧迫を受けなければならなかったので、数度

にわたって北韓に対して内地への移住を求めたが、ついにこの計画は成功をみることなく終った。六

世紀中葉に柔然が突既によって滅ぼされ、かわって突厭が漠北の覇者になると、高昌国は突既に臣従

することになった。また七世紀初めに突販の勢力が- 8衰えると、今度は鉄勅に従属することになる

が、その一方では、陪朝とも好みを通じて積極的に漢化を推進した.けれどもこの政策が国内の不満

を引き起こし、政変が発生することになる.政変の主謀者はときの国王麹伯雅を追放し、 「義和」と

いう元号を制定して、六年間にわたって政権を維持した。しかし高昌の大族張氏の助力を得た麹氏の

王室はようやく叛乱を平定し、再び高昌国の支配者の座に返り咲くことになる問。ちょうどその頃

中原では唐が建国されたが、国王麹文泰はその脅威を感じ、天山北部にあった西突販と連合してこれ

に敵対した。しかし最後は六四O年に唐に滅ぼされてしまい H則、ここに高昌国はその幕を閉じたの

であった。

近代における考古学の成果、わけでも解放以後の新彊の考古研究者たちによる阿斯塔那、暗技和卓

における絶ゆまぬ努力の結果、現在では麹氏高昌国に対する認識はひじように豊かになり、麹氏高昌

国の諸側面は細部に至るまで明らかになってきた。したがって読者の皆さんが高昌国の故地を旅行さ

れば、歴史のドラマを充分に堪能することができるであろう。

その国号からもわかるように、麹氏高昌国の都城は高昌、すなわち今日の高昌故城である。五胡十

六国時代の高昌郡が高昌国都に発展したものだが、高島城は既にそれだけの規模を有していた。高昌

城の北方に広がる公共の墓地(阿斯塔那・暗控和卓古墓群)から出土した文書からわかることだが、

高昌城中には当時、少なくとも四つの坊があった。これらはその位置により、それぞれ東南坊、西南

坊、東北坊、および西北坊と呼ばれていた(11)。また高昌城の城壁には、四面全てに城門が設けられ

ていたが、文書のなかに七つの城門の名称が残っている。すなわち東面の青陽門と建陽門、西面の金
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章門と金福門、北面の玄徳門と武城門、南面の横城門などである(12)。買味深いのは、これらの城門

の名称、が、漢・親・晋・北韓の格陽城や、五胡十六国時代の姑減(武威)域の城門の名称と一致する

ことである。高島城の城門が、中原文化の影響のもとに、五行学説に依拠して命名されたことは明ら

かである。

地方行政制度の面においても、麹氏高昌国はかつての高昌郡の基礎の上に、やはり中原と同じよう

な郡県制を採用した。しかし中原や河西から陸続と吐魯番盆地に移入して来る諸々の大姓士族を取り

込むために、次々に郡県を設置したので、やがて乱立状態におちいった。現在その存在がわかってい

るものだけでも郡が四つ、県は二ーにも上っており、これらが相次いで盆地の各地に出現したのであ

る (13)。これらの郡県は、その域社が今に至るまで残存しているものもあるが、わずかにおおよその

位置を示すことができるにすぎないものもある。ことではとりあえず各郡県について概観しておきた

し'0
高昌城の北方 10キロ前後のところには新興県と寧戎県があった。それぞれ大体現在の勝金(Si昭 im)

と勝金口 (Singim-aghiz)に当たる。この両県は高昌城北方の障扉であり、二つの山の入り口を固めて

いた。寧戎県の北の寧戎谷(現在の木頭溝)は高昌の一大仏教聖地であって、谷あいの寧戎寺は現在

の伯孜克里克千仏洞であり、この当時から開撃が始められたものである(14)。高昌域を出て東方に 1

0初ばかり行ったところが酒泉県域に当たるが、これは現在の洋海 (Yankhi)付近であろう。洋海北

方の吐崎講郷は高寧県治に当たると推測される。現在の魯克め(Lukchun)は田地郡、団地県の治所で

【15】、ことは五胡十六国時代より高昌城に次くe大城の一つになっており、麹氏高昌国では王子を田地

公に封じてとの地を鎮守させた。今なお残る城購の残骸は、その昔日の栄光を偲ばせるものがる。魯

克泌と斯商克普 (Sir-kip)の聞には、威神県があったと思われる。斯爾克普北方の連木泌 (L訓 jin)

はその音から判断して臨川県の県治だったといえよう。高昌国の東北部の政治・軍事の中心である横

載郡と横載県治は、現在の漢激 (Khando)に当たると思われる。横載郡の太守のポストは長期にわた

って王族の麹氏の独占するところであった“引。乙の地が高呂田においていかに重要な地であったか

わかろうというものである。高昌国の東部の門戸は白芳(ji)県である。ここは東鎮城とも呼ばれた

高昌国東部の要地であったが、これとそ現在の都善県治 (Pichan)に当たる。

高昌国の西半分は、南北両地区に大別することができる。南部は南平郡を中心とする地区である

が、近年吐魯番県域の南方約7. 5キロの地点で発見された墓誌が示すところによれば(17】、南平郡、

南平県治は現在の工向 (Gunshang)古城遺祉に相当する。その東方の譲歩域 (Lampu)は柳婆県治、ま

た西方の克技克域 (Paka-buluk)は安昌県治であろう。ここからまた西に向かつては、布干土控

(Bogen-tura)には無半県が、また寓額梯木 (Oi-tam)には始昌県が置かれていた。始昌県は現在の托

克遜県治(高昌国時代の篤進城であろう)から西方 10キロの地点にある。高呂田の末期、玄実はイン

ドに赴く際、とれらの城を経て高昌城から鷲蓄に向かったのである。

盆地の西北地区の中心は、かつて車師前王国の首都だった交河城であり、高昌国はここに交河郡と

交河県を設置した。すなわち現在の交河故城である。交河部はまた鎮西府とも呼ばれ、高昌国西部の

最も重要な城鎮で、東部の団地郡と同じように、王子が交河公と称して自ら鎮守していた。交河域の

東方 10キロには安楽県域があったが H則、現在の吐魯番県の東方約2キロの蘇公塔の東にある古城祉が

それである。ここに残っている建築祉は交河城の古い建築遺物と構造がよく似ている。永安県域はご

の安楽県の南方、現在の紅旗人民公社の先鋒三大隊一帯であろう。また安楽故城の北方にある葡萄溝

(Bulayia)は袴林県の所在地であろう。ここで産出される皮が薄く美味の葡萄は、この時代、南朝の

梁にまでその名が闇こえていたれ則。交河城南方の也木什 (Y訓 shi)は瞳城県治に当たる.龍泉県は

その名称、から判断するに泉水が合流する場所だったはずで、現在の馬勅恰の西約5キロの地点か、もし

くはさらにその北の夏普吐勤克 (Shafltlluk)であろう。永昌県の位置については、まだはっきりと
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決めかねるが、出土文物のなかに、高昌城から人を「永昌谷」に派遣したという記述があるは叫.こ

れは、永島県が高昌国北部のとある山谷付近にあったことを示していよう。

高昌国の四つの郡と二ーの県は、おおよそ高昌城を中心として四つの区域に分けることができる。

東北は横載郡城を中心とする区域、東南は団地郡城を中心とする区域、西北は交河郡城を中心とする

区域、そして西南地区は南平郡城を中心とする区域である。また高昌国の境域は、東は現在の郵善

県、西は托克遜県、北は火焔山 (21)、南は文丁湖をそれぞれ境界とするものであった.麹氏高昌国時

代には、吐魯番盆地のオアシスはどこも十分に開発が進められており (22)、多くの中原や河西の大族

がこの地に移住して来て地方の行政権を掌握し (23)、中原と類似の門閥社会を形成するに至ったので

ある (24)。

【訳注】

( 1 ) 本項全体に関わるものとして、 「墓埼考釈Jmがある。ついて参照されたい。

( 2 ) 闘爽政権の動向と性格については、白須浄員「高島・闇爽政権と縁禾・建平紀年文書J( Ii'東

洋史研究』第四五巻第一号、一九八六年)、闘尾 rr建平」の結末一『吐魯番出土文書』割記

(四)ーJ (Ii'新潟史学』第一九、二五号、一九八六、九O年)、参照。

( 3 ) . r瞳撞丞塵五年寓鍾蔑巻J (Ii'新彊訪古録』巻一、所収)。

(4) r直亘丞塵十七(四八二)年三月残文書J (75百M90:27/1(司.27/3(a) (録) Ii'文書.!III、

四頁)。

(5) r直速重畳二(四O六?)年九月功曹書佐左重奏局以散霊室口補西部平水事J (75TKM88: 1 

(a) (録) Ii'文書.!I 1、一七九頁)。ただし『文書』は、一八0頁注樟(ー)において、これ

が干支から四九O年に比定され、闇首揖の元号である可能性が高いことも指摘している。した

がって四九O年という西暦比定はほぼ動かしがたいと思われるが、肝心のとの当時の高昌国の

主権者については、町田隆吉「五世紀吐魯番盆地における濯甑をめぐって一吐魯番出土文書の

初歩的考察-J (中国水利史研究会編『佐藤博士退官記念中国水利史論叢』国書刊行会、一九

八四年)がまとめているように、帰ーをみていない.栄氏の闘氏説は『文書』のそれと同じ根

拠を有するものと思われるが、むしろ「墓埼考釈Jmが提示した張氏説を支持したい。詳細

は、 「墓場考釈Jm、一五八~一六四頁、参照。

( 6 ) 註(5 )とも関連するが、張氏高昌国の成立(闘氏高昌国の滅亡)年次については、 「墓埼

考釈」皿に従って四八八年とすべきであろう。

( 7 ) 栄氏は五O二年から六四O年までの足かけ一三九年間と考えているようである。これは承平

というこの国最初の元号の元年が五O二年に比定できるととが根拠になっているようだが、即

位と改元が同時に行なわれたという確証はなく、むしろ通年改元の可能性が充分に考えられ

る。また伝国年数とした場合、義和の政変の首謀者が王位にあった六年間をこれに算入しない

考え方もある.呉震「麹氏高昌国史索隠ー従張雄夫婦墓志談起一J (Ii'文物』一九八一年第一

期)、白須挿員「高昌王・麹嘉の即位年次についてー呉震氏の新説をめぐってーJ (Ii'小野勝

年博士頒書記念東方肇論集』龍谷大学東洋史学研究会、一九八二年)、参照。

(8 ) 王室麹氏の世系については、佐藤智水「麹氏高呂田の王統についてJ (Ii'月刊シルクロー

ド』第五巻第五号、一九七九年)、池田温「高昌三碑略考J (Ii'三上次男博士喜寿記念論文

集』歴史編、平凡社、一九八五年)、参照。

( 9 ) 政変後の王について、栄氏は通説に従って麹文泰としているが、呉、前掲「麹氏高呂田索

隠Jは、麹伯雅が王位に復帰して重光なる元号を制定・使用したとしており、唐長南「新出吐

魯番文書発掘整理経過及文書簡介J (同氏『山居存稿』北京 中華書局、一九八九年)もこれ

を支持している。この呉震氏の新説は、 「奏聞奉信」印や「鹿恭上啓」印の使用状況からみて

-4-



も首肯されるように思われる(閥尾「高昌文書にみえる官印についてー『吐魯番出土文書』割

記(九)一J (三) (本誌第四四号〉、参照)。

( 10) 高昌国末期の対外関係と高昌国の崩壊については、 『高自国史』、第三章、参照。またこれ

とは視点が異なるが、近年のもとしては、王謂「唐太宗平定高昌的歴史意義J (Ii'歴史研究』

一九七九年第四期)がある。

(11 ) 高昌域内の坊については、張慶達「唐誠高昌国的西州形勢J (Ii'東洋文化』第六八号、一九

八八年(これについては、本誌第四五号に紹介がある))、参照。

(12) 高昌城の城門については、鄭柄林「高昌域諸門考J (Ii'蘭州大学学報』一九八五年第四期)、

参照。

(13) 高昌国の郡県とその所在については、 『高昌国史』、第四章、荒川正晴「麹氏高昌国におけ

る郡県制の性格をめぐってー主としてトゥルファン出土資料による一J (Ii'史学雑誌』第九五

編第三号、一九八六年)などのほか、中国でも鄭嫡林「高昌王国行政地理区画初探J (Ii'西北

史地』一九八五年第二期)、候燦「麹氏高昌王国郡県域考述J (Ii'中国史研究』一九八六年第

一期)、および銭伯泉「高呂田郡県域鎮建置及其地望考実J (Ii'新彊大学学報』一九八八年第

二期〈本誌第三七号の紹介、参照))など豊かな成果が得られている。ただしこれらには栄氏

の所説も含め、相互に出入があるので比較対照する必要がある。

( 14) 伯孜克里克(ベゼクリク)千仏洞の閉塞年代については、閤文儒「新彊天山以南的石窟J ( 

『新彊考古』、所収)、柳洪亮「相孜桐里克石窟年代試探一根拠回鵠供養人像対洞窟的断代分

期-J (Ii'敦埋研究』一九八六年第三期)、参照。柳氏によれば、一九八0年にこの地から五

五九(建昌五)年の題記をもっ『妙法蓮華麗』観世音菩薩普門品の残巻が出土したとのごとで

ある。

(15) 栄氏は団地、横載、南平、および交河の四郡については、部のもとに同名の県が設置された

と考えているようだが、団地以下の四県の存在は確認されていない。しかも『高昌国史』第四

章の提起をふまえて荒川、前掲「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって」が明快に論じ

たように、麹氏高昌国時代の郡と県には統属関係が存在していなかったのであり、このことも

考慮すれば、かかる県は設置されていなかったとすべきである。したがって県の数は一七とい

うことになろう。

(16) 荒川、前掲「麹氏高昌国における都県制の性格をめぐって」、五九頁表 (8)、参照。

( 11) 一九七九年一月に吐魯番県五星公社で出土した「塵丞盤五(六五四)年十月全型昆墓志」

(吐魯番地区文管所所蔵)のことである。この墓志の写真や録文など詳細については、柳洪亮

「唐天山県南平郷令狐氏墓志考釈J (Ii'文物』一九八四年第五期)、新彊吐魯番地区文管所

「高昌墓碑拾遺J (北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐魯番文献研究論集』第三輯、北京

北京大学出版社、一九八六年)、参照。

(18) 安楽城については、李徴氏に「安楽城考J (Ii'中国史研究』一九八六年第一期)なる専論が

ある。

(19) Ii'梁四公記.!I (Ii'太平広記』巻八一異人梁四公、所引)に、 「高昌国遣使貢盟二頼、頼如大

斗、乾蒲桃・刺蜜・凍酒・白麦麺、王公士庶皆不之識。(中略) (武)帝間烹公群物之異、対

日、南焼羊山盟文理粗、北焼羊山盟文理密.月望収之者、明徹如妹、以麗嚢煮之可験。蒲桃袴

林者、皮薄味美、無半者、皮厚味苦」とある。この記事については、王素・李方 r<<梁四公

記》所載高昌経済地理資料及其相関問題J (Ii'中国史研究』一九八四年第四期)、参照。

(20) r直昌亙童十四(六三七)年兵部差人往童盟国等慮上現文書J (12T馴 111: 19 (a) • 9 (a) • 8 (a) 

11 (a)_ (録) Ii'文書.!IIV、一二八頁以下)。なおこの文書は、表題にもあるごとく城門の名称

rnu -



が頻出しているが、それと同時に「奏聞奉信」印が捺された数少ない文書のうちのひとつでも

ある。

(21 ) 寧戎、新興、臨川、および横載などは明らかに火焔山の北麓に位置しているので、この栄氏

の説明は納得できない。なにかの誤りではないだろうか。麹氏高昌国時代に入ってから、これ

れら火焔山の北麓一帯にも開発の披が及んだと考えられることは、かつて次註に上げた小論で

述べたとおりである。

(22) 麹氏高呂田時代における開発の様相については、闘尾「高昌国における田土をめぐる覚書一

『吐魯番出土文書』割記(三)-J (Ii'中国水利史研究』第一四号、一九八四年)、参照。

(23) 麹氏高昌国の郡県制の特殊性については、既に荒川、前掲「麹氏高昌国における郡県制の性

格をめぐって」が指摘するところだが、一歩進んで、そもそも「地方の行政権J (原文は「地

方上的行政権J)なる範鴎自体が妥当であるかさえ疑わしいところである。それほどまでにこ

の国の郡県制、さらには地方支配は、中国と比較する限りでは特殊な形態を有していたのであ

る。なお詳細については、関尾「トゥルファン出土高昌国税制関係文書の基礎的研究一俸記文

書の古文書学的分析を中心として一J (四) (Ii'人文科学研究』第七九輯、掲載予定)を参照

されたい。

( 24) 麹氏高昌国時代に門聞社会の存在を想定したのは、白須浄員「高昌門閥社会の研究ー張氏を

通じてみたその構造の一端一J (Ii'史学雑誌』第八八編第一号、一九七九年)であり、栄氏の

記述にも白須氏のとの所説や、吐魯番文書整理小組・新彊維吾繭自治区博物館「吐魯番晋一

唐墓葬出土文書概述J (Ii'新彊考古』、所収)の「門閥集団J • r門閥制度Jなる規定が与か

っているものと思われる。たしかに白須氏が明確に指摘されたように、国都とそれ以外の諸城

に所属する官人とでは、官位と官歴に明確な差別があったことは疑いない。しかしその一方で

官位が婚姻のような王権との私的な関係によって規定されていたと思われること、官人であっ

ても、 「俗」として庶民と一括され、諸税の納入義務が課せられていたことなども軽視すべき

ではないと考える。

• r吐魯番文書にみえる四・五世紀の元号再論」の附記

先に本誌第二三、三三、および四三号誌上において、上記の表題のもとに、侯燦氏(新彊師範

大学歴史系)の「晋至北朝前期高昌奉行年号証補J (Ii'南都学壇』一九八八年第四期〈その後、

同氏『高昌楼蘭研究論集』烏魯木斉新彊人民出版社、一九九O年、所収))について私見を述

べる機会がありましたが、第四三号の発行直後、 『新彊文物』一九八九年第四期誌上に、侯堤氏

の「四一六世紀高昌奉行年号再探Jなる論稿が掲載されていることを知りました。先ずこの論稿

の存在を知らなかった不明を著者の候燦氏と読者の方々にお詫びしたいと思います。しかし早速

一読してみたところ、この論稿は前年に公表された「晋至北朝前期高昌奉行年号証補」と表題を

異にしているだけで、本文、註、および付表はもちろん、章節の見出しまでも全く等しいことが

わかりました。したがって、あらためて私見を述べる必要は認められないと判断しました。この

点を附記して、侯燦氏と読者の方々のご理解をいただきたいと思います。(闘尾)

事務局(連絡先) 〒182東京都調布市国領町5-19-14

荒 川 正晴方 TEL 0424(81)4633 

吐魯番出土文物研究会 (TheResearch Society for Turfan Relics) 
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